
１７ Kami
２０２４年２月号

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

お名前 性別 亡月日 享年 地　区
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女

女

女

女

女

女

男

女

男

女

女

男

男

男

男

男

女

男

女

男

女
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１２．２７
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１２．３０

１２．３１

９２

８３

８４

９１

１０２

９５

８８

８８

７３

６９

８４

８６

９２

１００

８３

８４

８５

７８

９４

９１

９３

８７

９３

８４

物

山

山

香

山

山

山

香

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

香

山

物

駅前町

北組西

南組

永野

神通寺

東本町３

旭町５

本町

久次

宮ノ口

中組

八王子

秦山町１

宝町２

加茂

百石町１

加茂

平田

百石町２

上改田

旭町１

朴ノ木

東本町２

別役

※地区名の○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。

※ご家族の同意をいただいた方のみ掲載しています。

香山 物

令和６年１月１日現在

前月比 

市の人口市の人口市の人口市の人口市の人口

総人口 ２５，０００人 男 １１，９３３人 女 １３，０６７人

前月比 

山田 香北 物部１９，５４５人

世帯数 １３，０８１世帯 出生

死亡

４，０２１人

－２９人

－１５人 －８人 －６人

－１２人 －１７人

12  月
届出

１４人

４０人

１，４３４人

転入

転出

４２世帯

３９世帯前月比 －１１世帯

１２ｃｍ下

１３ｃｍ～１４ｃｍ

１５ｃｍ～１６ｃｍ

１８ｃｍ～２２ｃｍ

２４ｃｍ～２８ｃｍ

１２ｃｍ下

１３ｃｍ～１４ｃｍ

１５ｃｍ～１６ｃｍ

１８ｃｍ～２２ｃｍ

２４ｃｍ～２８ｃｍ

２０ｃｍ上

１８ｃｍ～２２ｃｍ

なお、上記の単価は１㎥あたりの単価です。

最新情報についてはお問い合わせください。

【問い合わせ先】

　物部森林組合ストックヤード
（物部町中谷川３１４）☎５７－３５４０
　香美森林組合国見支所／繁藤ストックヤード
（土佐山田町繁藤１４０－７）☎５７－９１１４
木材市場に出荷する場合、合法的に伐採された木材でなけ
れば取り扱いできません。伐採の９０～３０日前までに市
役所へ届出を行ってください。

材長

４m

３m

２m

６m

樹　種

径　級

スギ（円／㎥）

曲 曲

ヒノキ（円／㎥）

市況

営業
時間

スギ横這い。38cmまでは買気あるが40cm上にな

ると弱保合｡尺上は基本的4m造材が有利。ヒノキ

3～4m柱口でじり高｡元24cm上は横這い。

桧は4ｍ主体造材が有利。杉は低質・黒芯・大径

材は4ｍ、その他は直材取で3ｍ・4ｍ造材有利。

並材は元の根張りを外し、余尺入れてください。

直・小曲直・小曲

月曜日 ～ 金曜日 ８時 ～ １ ７ 時   （祝祭日休み）

９，０００

９，０００

１４，５００

１７，０００

１５，０００

　８，０００

９，０００

１１，５００

１５，５００

１５，５００

　９，５００

２３，０００

１１，０００

１６，０００

２３，５００

２０，５００

２２，０００

１０，０００

１３，０００

２３，０００

２１，０００

２１，０００

１５，０００

２７，０００

９，０００

９，０００

９，０００

１４，０００

１３，５００

　８，０００

　８，０００

９，０００

１４，０００

１４，０００

９，５００

２０，０００

１１，０００

１１，０００

１７，０００

１９，０００

２１，０００

１０，０００

８，５００

１５，５００

２０，０００

１９，５００

８，０００

２３，０００

木　材　市　況

物 

部

香 

美

12月12日第442回市 (物部) 

12月21日第204回市 (香美) 

赤ちゃん 性別 出生月日 地　区父 母

１２．４

１２．１１

１２．１２

１２．１５

１２．１６

１２．２１

１２．２３

１２．２４

１２．２７

１２．２７

１２．２７

１２．３１

男

男

男

男

女

女

女

女

男

男

女

女

百石町２

下野尻

北本町上１

北組西

北本町上１

秦山町２

谷相

北本町上１

北本町１

北本町１

栄町

中村４

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

山

香

山

山

山

山

香

山

山

山

山

山

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

◆
一
般
投
稿
作
品
◆     　
　
　

岡
崎
桜
雲　

選

　
　

  　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

父
母
の
結
婚
記
念
日
春
立
ち
ぬ 

山
﨑　

貴
子

　
　
　
　

       　

 　
　
　
　
　
　
　

 　
　

俳
句
に
は
生
き
る
力
の
す
ば
ら
し
さ 

荒
木　

景
子

た
こ                               

き
り 　

  

ひ
ご
の
か
み 　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

凧
作
る
三
ツ
目
の
錐
と
肥
後
之
守 

明
石　

韮
生

         　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　

                  

寒
風
に
え
え
塩
梅
の
干
大
根 
な　

ず　

な

　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　

                  　

        

干
い
も
を
吊
る
す
軒
下
夕
日
さ
す 

五
百
蔵
利
美

　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　

               

日
の
あ
た
る
軒
下
静
か
吊
る
し
柿 

原　
　
　

茂
 

さ
ざ
ん
か　

 　

   　
　
　
　

  

お  

は　
　

                  　

   　
　

山
茶
花
や
和
尚
の
御
座
す
保
育
園 

森
本　

幸
美

              　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ
ロ
イ
ン
の
お
面
が
残
る
車
か
な 

伊
藤　

清
子

　
　
　
　

  

道
の
駅
バ
ス
乗
り
ち
が
え
冬
ぬ
く
し 

小
松　

美
鶴

 　
　
　
　

  

の
ぼ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
道
の
幟
あ
ら
た
に
秋
祭 

秋
山　

英
身

き
し
ょ
う
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　

  

黄
菖
蒲
や
兼
山
水
路
今
に
活
く 

茂
野　

光
正

や
き
わ
ら　

                           　
　
　
　

焼
藁
を
火
鉢
に
足
し
て
冬
支
度 

原　
　

恭
子

　

                     　

   

陣
痛
の
兆
し
台
風
来
つ
つ
あ
り 

秋　
　
　

星

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

                       　

        

名
も
知
ら
ぬ
野
草
の
芽
吹
く
そ
こ
こ
こ
に 

大
場
比
奈
子

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

                       

柿
一
つ
空
へ
残
し
て
よ
き
日
和 

東　
　
　

月

                               　
　
　
　
　
　

鈴
虫
よ
ま
た
会
へ
る
日
の
待
ち
遠
し 

溝
渕　

龍
泉

 　
　
　
　

   　
　
　
　

こ
く
が　
　
　

       

も
だ        

女
郎
花
咲
く
国
衙
跡
昼
の
黙 

井
上　

佐
和

　
　
　

   　
　
　
　
　
　

             

猫
の
尾
の
ふ
は
り
撫
で
ゆ
く
昼
寝
覚 

山
岸　

孝
子

　
　
　
　
　
　
　

百
歳
の
翁
梨
売
る
土
佐
の
市 

中
橋　

京
子

愛
犬
の
初
の
遠
吠
え
後
の
月 

藤
本
す
み
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

捨
て
ら
れ
し
野
花
わ
が
家
に
咲
き
誇
る 

明
神
か
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

青
鷺
を
横
目
に
見
つ
つ
散
歩
道 

𠮷
川　

恵
樹

　

◆
と

さ

や

ま

だ

フ

ァ

ミ

リ

ア

◆

　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

   　

冬
布
団
近
く
に
聞
こ
え
る
子
の
寝
息 

大
谷　

翔
子

　
　
　
　
　
　
　
　

 

杉
垣
に
顔
を
の
ぞ
か
し
や
ぶ
つ
ば
き 

岡
林
由
利
子

　
　
　

             　
　
　
　

    　
　
　

好
物
の
数
の
子
つ
け
る
年
の
瀬
に 

玄　

米　

茶

　
　
　
　
　
　
　

      　

誰
れ
を
待
つ
ば
あ
ば
は
握
る
お
年
玉 

酔　
　
　

夢

                       

年
の
瀬
に
ぬ
た
つ
け
ほ
お
ば
る
白
ご
は
ん 

寿　
　

                                      

栗
の
実
の
風
に
揺
ら
れ
て
春
を
待
つ 

西
村　

由
子

　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

                             　
　
　
　
　

 　
　
　
　

田
舎
道
霜
を
踏
み
分
け
春
来
た
る 

明　
　
　

星

 
                　

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　

   

白
い
山
一
本
残
る
紅
葉
か
な 

山
本　

伸
男

         　
　

  　
　
　

  　
　
　
　
　

                  
 　

◆
か

ほ

く

俳

句

会

◆

　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

   　

洗
車
機
が
車
呑
み
込
む
年
の
暮 

乾　

真
紀
子

　
　
　
　
　
　
　
　

 

一
陣
の
風
の
落
葉
に
道
譲
る 

岡
本　

敏
子

　
　
　

             　
　
　
　

    　
　
　

浮
雲
に
日
輪
透
け
る
冬
の
空 

小
松　
　

昇

　
　
　
　
　
　
　

      　

冬
蝶
の
ま
と
ふ
朝
日
や
ま
た
訃
報 

佐
竹　

洋
子

                    

老
い
た
る
と
思
ふ
蒲
団
に
つ
ま
づ
き
ぬ 

津
田
吾
燈
人

                                      

変
り
な
く
続
く
日
々
な
り
寒
卵 

野
村　

里
史

　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

                             　
　
　
　
　

 　
　
　
　

風
花
や
向
う
里
山
遠
く
な
る 
前
田　
　

智

 
                　

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　

   

雪
折
れ
を
我
が
身
折
る
ご
と
聞
く
夜
か
な 

宮
崎
た
だ
し

　
　
　

 　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

し
の
び
寄
る
冬
将
軍
へ
身
構
へ
る 

宗
石　

愛
喜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

      　
　

         

ど
の
葉
に
も
虫
喰
ひ
穴
や
柿
紅
葉 

山
崎
か
ず
み

FAX

　

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法　

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
月
の
前
月
の
１
日
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

〒
782

－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）　

53

・

５
９
５
８

今
月
の
キ
ラ
リ

広
報
委
員
会

た
こ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

き
り　
　

 

凧
作
る
三
ツ
目
の
錐
と
肥
後
之
守

　

凧
を
手
作
り
す
る
た
め
の
必
需
品
で
あ
る
愛
用
の

「
三
ツ
目
の
錐
」
と
「
肥
後
之
守
」
。
昨
今
、
お
正

月
の
凧
揚
げ
を
見
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
昔
は
、

肥
後
之
守
で
竹
を
割
り
、
ひ
ご
を
作
り
、
凧
の
骨
組

と
し
、
三
ツ
目
の
錐
で
穴
を
開
け
、
凧
糸
を
結
び
、

絵
を
描
い
た
和
紙
な
ど
を
貼
り
自
家
製
の
凧
を
作
っ

て
、
風
向
き
を
見
て
、
空
地
や
運
動
場
、
田
ん
ぼ
で

走
り
回
っ
て
凧
揚
げ
を
し
た
も
の
で
す
。
懐
か
し
い

記
憶
が
蘇
る
一
句
。
作
者
は
子
供
さ
ん
や
お
孫
さ
ん

と
手
作
り
の
凧
を
揚
げ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

（
季
語
：
凧
（
新
年
）
）

誰
を
待
つ
ば
あ
ば
は
握
る
お
年
玉

　

新
年
に
な
り
、
お
孫
さ
ん
や
、
誰
か
が
訪
ね
て
来

ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
前
も
っ
て
去
年
か
ら
用
意
し

て
い
る
お
年
玉
、
ま
だ
か
ま
だ
か
と
待
っ
て
い
る
様

子
を
「
ば
あ
ば
は
握
る
お
年
玉
」
と
詠
ま
れ
た
作
者
。

な
ん
と
も
楽
し
く
、
ま
た
、
心
情
の
良
く
わ
か
る
一

句
。

（
季
語
：
お
年
玉
（
新
年
）
）

１６Kami
２０２４年２月号


